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私達の桜片:市lζ存在する纏向遺跡は、 riiの平m地域の北部l乙位置し、巻r;，j川に

よって形成された扇状地にあります。乙の遺跡では、 tlj墳IIj代前期を中心lζ、縄文

式時代後 ・晩期より平安・鎌合時代lζ渡り人々が生活をれんできた足跡が残されて

し、ます。この遺跡のqJ心となる時代は、大和に(特lζ本niにある箸慕を始め、茶FJ

山古墳やメスリ山古墳等)巨大な前}j後fIJ墳が築itiされはじめた時代であります。

このことは、 この地}jlこ強力な勢力を持った集団が存在したことを物ロ古ってい

るのでありましょう。又乙の遺跡は、乙の地lζ限らず畿内及び内部瀬}'-，内から、

山陰、東海地方との交流があったことが、 Itl土遺物からも推し量る乙とができま

す。このように纏向遺跡が古墳を築造しはじめる時代を矢1Iるうえで重要な遺跡で

あります。しかし、この地は原始の時代から人々が生活の基盤とした織に宅地に

は適した地域であるため徐々に宅地化が進み、その保護、究明が急務となりまし

たので、昭和54年度より国庫・県費補助を受け発掘調査を継続しております。発

掘調査を実施するにあたりましては、土地所有者を始め地元の方々の御協力をい

ただきましたことを感謝いたします。

昭和57年 3月

桜井市教育委員会

教育長西村 司
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l 本概要報告書は、昭和56年4月から昭和57年3月の問、昭和56年度国庫補助事業とし

て、桜井市が事業主体となり桜井市教育委員会が実施した纏向遭跡内の発掘調査及び立

会調査の概要である。

2 本概報iζは、主として巻之内 番地字パパサキ地区の調査資料を記した。他の地域の

資料は未整理であるため記載できなかった。

3 調査において、土地所有者の方々をはじめ地元の方々の援助があった。

4 本年度実施した調査地区は 6ケ所であり内A・C.Fの3ケ所で発掘調査を実施し、他

は立会調査とした。

5 各調査の所在地番、調査期間はつぎのとおりである。

A調査地区

。大字巻之内410-1・2，411-1・2番地字パパサキ地区(辻 啓子氏所有水田、小

西末治氏借用地)

。昭和56年7月8日-9月30日

B調査地区

。大字巻之内366-2番地(北島 昇氏所有水田)

C調査地区

。大字東田269-1番地字ハシリ団地区

。昭和57年 1月20日-2月20日

D調査地区

。大字辻消防周防火水槽用地

。昭和57年2月1日

E調査地区

。大字東田 消防周防火水糟用地

。昭和57年2月3日

F調査地区

。大字辻24番地他(旧纏向幼稚園跡地)

。昭和57年 1月25日-3月31日
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パバワキ地区

環境

パパワキ地区の周辺IC.は柳本古墳群の景行陵が、北約400mにあり、柳本古墳群南部lζ位置を占

めている史跡珠城山古墳群は調査地区の東に近接している。又、調査地周辺は垂仁天皇の纏向珠城

宮伝承地であり、市道を隔て北側lとその伝承地を示す石碑が建立されている。そしてその約800m

東方には景行天皇の纏向日代宮の伝承地として石碑が建てられている。 ζれら伝承地の発掘調査は

実施されていないが、遺物の散布は認められる。

近世においては、柳本藩の馬場と伝えられパパワキとゅう小字名は、昭和55年度発掘調査した、

A地域が同じ字パパワキであり、共iζ柳本藩の馬場近接地を意味するのであろう。

調査地域の地形は、史跡珠城山古墳群lと続くが造営されている丘陵に続く、昭和55年度発掘調査

したバパワキ地区と同じ微高地の南傾斜面IC.立地する。乙の地域は南lζ広がる低地において河道跡

を確認しているので旧河道北岸が考えられる。

E 調査の概要

調査は東西方向に36m、幅 5mのトレンチを設定し、必要に応じて拡張した。調査区画の設定は、

南北方向を Y軸とし、乙れに直交する東西方向をX軸とする。区画は方4mとし、区画名はY軸を

アラビア数字で、 X軸をアルファベットで表わした。呼称は、両軸の交点の東南方向の区画をその

交点の名称を用いる。

例えば、大区画の西北角の小区画は、 IAとなる。なお調査区域は121北辺において、壷格を検

出したので北に約5.5m、東西lζ約15m拡張した。

E 遺構の概要

耕作土下に耕作に伴う中・近世以後の暗渠と考えられる小満の掘削が地山上に達し、酸化鉄分を

多く含む黒褐色のいわゆる含包層は小溝聞に若干遺存するのみで、中・近世以後の削平が著しく行

われていたと思われる。

検出した遺構は、約 2mの溝幅をもっ南西方向に流れる溝 1、壷栂を埋納した土墳 1、長方形竪

穴、井戸、土域及び小穴である。なお、調査区西方向はゆるやかな傾斜を示し、黒褐色土層内及び

その下はIOcm-20cm大の磯が多く、下部は粘質を帯び、遺構を検出できなかった乙とから辻旧河道

北岸部の河原と考えられる。

3 
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溝(図版 2下)

14 Jより 13KIC流れる

幅約 2m、深さ約40cmの

粗粒砂が主である。遺物

明である。

いが、両岸部より縄文時

代晩期の深鉢底部(土器

るが、溝κ伴うものか不

溝である。溝内堆積層は

は溝内より出土していな

図 1--2 )が出土してい

董結(図版 3上・下)2 

12 J西北角より長径約

75cm短径約65cm、深さ約

下)を埋納したもので、

40cmの円形の土墳に壷棺

一部を破織し屑及び首都

(土器図 2--3、図版16

壷は土器屑部及び体部の

は棺を安定させる支えと

して使用し、破捜した肩

部及び体部の破片で葦を

hrm回

黒縄色土層 1(少し砂質を含む)
黒褐色土届II (1 I畜より黄色を帯び若干明るL、)
黒栂色土層皿(2層と同機であるが小磯を包含する)
砂混り黒褐色土層
暗灰色粘土層
黒編色砂質土層(棺内の縦横土より少し黄色を帯びた砂を多く
含む)

7 暗黒福色砂質土層
8 暗黒褐色砂質土層(少し粘質を含む)
スクリーントーンは石を示す。

棺壷図4

曾
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している。棺内堆積状況

水平に堆積し、壷棺内が

一時空間を保っていた乙

とを示している。文、同

層上面に土師器片(棺材

は、底部に粘土層がほぼ

片)が問婦に接Lて落込

み、又それ以上の堆積層内にほぼ水平に土器片が落込んでいるので、第5層が堆積した以後は第5

騒が堆積する時間より速い速度で堆積したものと思われる。副葬品は棺内及び棺外にも検出できず

又、人骨等遺骸は検出できなかったが、 ζれらの状況より埋葬施設としての壷棺として考えられる。

埋務された時期については、棺内堆穣層内から須恵器費体部の破片 l点、土壌底部埋土内より蓋杯

4 
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身片(6世紀中葉) 1点を検出しているが棺材である壷の時期とは一致しない。しかし棺材は破片

を接合すればほほ、完形となる乙とから乙の時期まで遺存していたものを利用したものと考えられる。

これらの ζ とから埋葬時期は 6世紀中葉以後と思われる。

3 土壊(図版 4上・下)

検出面は淡黄褐色土上面である、中・近世

以後の耕作等によって削平を受け掘開面はす

でに除去されたのであろう。規模は長径約

2.2m、短径約1.9m、東西方向に長い楕円

形である。深さは約1.2m淡黄掲色土を掘抜

き径lOcmから20c回大の礁を含む砂磯土層を掘

関しており湧水は現在もある。しかし土境内

の堆積土は黒褐色土が主であり、腐植土層及

び粘土層等いわゆる井戸状遺構より出土する

土層は確認できず文、土墳内には径1O-20cm

大の磯の投入が著しく短期間lと埋められたと

思われる。土境内出土遺物は土師器及び須恵、

器(土器図番号 4-17)が出土しているが最

下層から土師器(土器図番号15-17)が投入

された磯の間より出土しており乙の時期に埋

められたと思われる。

4 長方形竪穴(図版5上・下)

長径約3.6m、短径約2.6m、ほぼ南北iζ

長い長方形の平面形である。深さは約30cm、

底部はほぼ平坦である。底部周縁部には排水

溝は検出できず、床面は淡黄褐色土である。

ζ の層より数cm下は砂磯層である。竪穴内に

B 

/ 

図5 土壌

I 黒褐色土層
2 黒縄色粘質土層

A 
ア

l2.iM 

/ 

1M 

3 淡貧褐色砂質土(地山土)混り黒編色土居
4 砂磯混り黒相自色土層
5 砂磯土層
スクリーントーンは石を示す。

は柱穴は認められず周辺部に柱が建てられたものであろう。遺構内出土漬物は須恵器(土器図番

号18・19)の他若干の土器小片で-あるが時期は、後iζ記述する井戸より古く、飛鳥時代より新しい

時代が考えられる。

5 井戸(図版 5下、 6上・下)

ζの井戸は、一辺約1.7m、深さ約1.9m、平面形はほぼ方形に近く、井戸枠を施した井戸であ

る。底部には井戸枠を止めたと思われる杭を四角に検出した。井戸枠は最下段を検出したが、軟弱

な砂様層を掘抜いており上部にも井戸枠は施乙されていたと思われる。井戸内には人頭大の磯が多

- 5 -
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く投入されており井戸が放棄された時点で埋められたものであろう。出土遺物には黒色土器及び土

師器(土器関番号20-32)が出土しており800年代末から900年代に埋められたものであろう。

6 その他の遺構

調査地域内より柱穴状遺構を検出しているが、時期の明確な遺物、他の遺構との関連等明確なも

のは確認できず、その性格は不明である。なお、調査地区西及び東はゆるやかに傾斜し、耕作土層

ドは黒褐色土と共iと磯が多量K出土し、 ζの地域の現地形が南及び西方向lζ傾斜し、低地が穴師の

集洛方向から北西方向、現在の県営住宅の北側へ続いていることから辻旧河道の北岸部に形成され

た河原が考えられる。河原部より出土した遺物は土師器・須恵器(土器図番号33-41)等奈良時代

の遺物を包み、辻旧河道の北辺を流れる奈良時代流路の延長部と思われる。又、包含層から径約 4

-7 cmの小片で、はあるが鉱津片が20-30点採集しているが調査地域内で火を多用した痕跡は検出で

きなかった。

乙の地域の遺構が遺存している基盤となっている淡黄褐色土層下は礁を含んだ粗し、砂層である。

この層から縄文時代晩期の深鉢(土器図番号 1)を検出しており、奈良時代流路は縄文時代晩期の

流路と複合していることが考えられる。

小結

この地で検出した遺構は占墳時代後期から平安時代の時期である。

辻旧河道北岸IC位置し、河道北辺を流れる奈良時代の流路に近接している。地形は北東方向にゆ

るやかな傾斜をもって高くなっている。

包含層から鉱津片を検出しているが火を多用した痕跡は検出できなかった。しかし大字穴師の宮

生氏より穴師の集落東方にヒムロと云う地名がある乙とを教えていただいた。森浩一氏より古代の

鍛冶屋は小規模な精錬を行ったらしく、小量の鉱津を伴う可能性があるとの御教示を受け、乙の乙

とは今後の調査をまたなければならない。

乙の地域に推定されている垂仁天皇の纏向珠城宮であるが、乙れらの乙とから調査地域において

は確認できず、地形が北へゆるやかな傾斜をもって高くなっているのでその可能性は残っている。

- 6 -





ハシリ田地区(1ヌJ6、lヌl版 7上・ド)

I 調査の概要

乙の地は ULl和54年度党訪I~調子町した村島氏所{f11<IHの取に接し、樹JJ;i15. ，'，7:研究所によ ってB{1和制

作より47'rnζ渡り発射調代した4.[1L]地|メの大似両 7Dの地域l乙u亥勺する。乙の地域は，'，trt時代iiijWJ

においても l!日、時期の遺構が多く、 I十~i!持及び北海 i乙侠まれた地域である。

調子町の起|刈は乙の地lζテニスコー卜を投常する Ij的で陸地転)IJ"，;が促11¥された乙とによる。 ri1;

は俗 iーによるもので遺fi.していると忠われる地ト遺構への影科5をぷ少|岐に l上める 'lJ能判。があるので

調子百は、遺構の遺存状況を把保するに必要な卜レンチ調査とした。 卜レンチは、け]北}Jr:，]I乙iえさ:i6

m、幅 4m、*四方向iζ長さ26m、幅 4m、L字形iζ的交するトレンチを設定したび

H 遺備の概要

ζの地域での茶本的な!同Ffは、 上回より耕作七、床 L、然体J色土の 4~国が釘り、そのドlζ前制色

粘質土!弱(主義盤)となる。遺構は床上j国ド部及び下より rt・近tttより現代lζ渡り繰り返えし設定さ

れた暗渠痕と問、われる幅15-20cmの細し、溝が東珂及び南北方r:'jfl:不規WJfζ、!在び、その傾向は南北}j

向が比較的多く、乙の地域がw:より西へ延びる微高地の南側傾斜地lζ位置することによるものであ

ろう。 ζ の暗渠検出耐以ドlζiぢ墳時代前期遺構を検出することができる。お治時代前文~J の透構は、

東より四万向iζ流れる溝 4条、士墳 l、柱穴等である。

溝は、ほぼ東より闘方向へ流れ、溝内土佐積士よりゆるやかな流路であったと思われる。

調査地区内南部の溝は(図版 7、図版8上)幅約3.6mの溝であるが流路移動により拡張された

と思われる。乙の溝が掘削使用された時期は、溝底部より第 三回以下の層より纏向三式期の土器

(圧内式)を検出しており、乙の時期fl:掘閲され、第三!弱より線向四式(布留式)の土器が含まれ

ているので、乙の時期には埋没したものと思われる。

土壌は 5E医画において検出した。検出面は淡黄福色粘質土!函(地11J)上面であり削平を受けて

いると思われるが、その規模は径約2.8m、深さ約1.2m、磯滋り組砂屑を約40cm掘関しており湧

水は豊かであったと思われる。

士境内堆積士は、黒色粘土層が底部より約60cmの摩さで堆積し、その上に周縁部からの流入士が

堆積している。土境内に粘土層が厚く堆積していることは開口期間が短期間には埋没していない乙

とを推測できる。乙の土墳の開口期及び埋没期は溝とほぼ同時期と思われ、底部より纏向三式期、

粘土層上の堆積土より纏向四式期が出土している。

小結

乙の地における遺構は纏向三式期を主とする遺構群であり、線向四式期以後l乙埋没したと思われ

7 --
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暗褐色粘質土

2 黒編色粘質土層

3 黒栂灰色粘質土層

4 暗灰色粘質土層(砂を多く含む)

0- i デヲld!/Iif!11 + 5 暗灰掲色粘質砂層

6 時灰樋色粘質土層

7 暗灰色砂質土層

8 暗灰色砂層

9 暗灰色砂混り粘土層

E- It-ri占体¥¥11¥ ¥1 1 + 
10 暗掲灰色粘質土層

Il 縄灰色粘質土層

12 褐灰色粘質土層cl1層より褐色が薄し、)

13 暗灰褐色粘質砂層

14 暗褐灰色粘質土層

15 暗灰色粘土層
F - 11 H +f7 H ¥¥ 1 1 + 16 稽灰色粘質土層

17 砂層

18 暗灰褐色粘土層

19 暗灰色粘土層

G- 111ヘ~I + 

H- + 十 + + + 

J- + + + ート

1・M

図 6 ハシリ困地区i重機図

- 8 -

、』ー



る。

溝の流れは溝内堆積層は主として粘土又は粘質土が堆積し、流れが緩やかであったことを示して

おり、流路延長上にある昭和54年度の調査で検出した溝は砂が主として堆積しているので/iiJー溝で

ない可能性もある。

その他の調査地区

纏向幼稚園跡地の調査を昭和57年 2月より 3月31日の聞に発掘調査した。乙の地は旧線r.，]小学校

用地iζ接している。

調査は幅 4m、長さ約65mのトレンチを東西方向IC設定し古境時代前期の溝・士墳等を検出し、

この地全域に遺構が遺存している ζ とを確認した。今後乙の地について保存を含めて検討しなけれ

ばならないであろう。乙の他、立会調査の結果より B調子を地点では辻旧河道と思われる砂機同を確

認し、辻旧河道はA調査地結果と合せ考えてかなり広い河幅であったと恩われる。 D調子雪地におい

ては遺構・遺物は確認できなかったが、小範囲の調査の為纏向遺跡の範囲を確認する資料としては

不充分である。 E調査地においては、基盤となっている淡黄綱色粘土層及びその上に薄く黒樹色士

が堆積しているのを確認したので、纏向遺跡の範囲は西へ広がると考えられる。

- 9 -
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3
 
遺

物
の

概
要

表
1

土
器

個
体

説
明

註
1

形
態
・
法
量
は
省
略
し
た
。
実
i
J
!IJ
図

に
よ

ら
れ

た
L
、
。
番
号
は
実
損

IJ
図
と
一
致
し
て
い
る

。
図

版
iζ

あ
る

も
の

は
、

そ
の

他
の

項
に

図
版

番
号

を
記

し
た

。

註
2

色
調

は
主

と
し

て
「

新
版

標
準

土
色

帖
」

に
よ

っ
た

。
用

語
は

原
則

と
し

て
『

纏
向
J

K
準
拠
し
た

が
「

版
ナ

デ
J

に
つ

い
て

は
、

板
の

木
口

に
よ

る
も

の
と

い
わ

ゆ
る

「
あ

ら
い

刷
毛

目
」

を
含

み
そ

れ

以
外
は
「
届
I
j
毛
目

j
と
し
、

「
箆
ナ
デ
J

に
つ

い
て

は
「

箆
ミ

ガ
キ

」
よ

り
器

面
lζ
加

え
る

圧
力

が
弱

く
表
面
が
ナ
メ
ラ
カ
な
も
の
を
言
う
。

r砂
粒
J

に
つ

い
て

は
径

lm
m
を
越
え
る
砂
粒
に
つ
い
て
は
、

土
器

各
部

の
名

称
に

つ
い

て

グ
i

イ て
J
ξ
E三

計
包
Jrl

縁
端

部
⑤!
氏

⑥
IJ
縁
郎

@
榊
郎

3
'ii
if'i
i: 

@
湖

郎

③
4i
f:
i: 

「粗
砂
J

又
は

「組
粒

砂
」

と
し

、
越

え
な

い
も

の
は

「細
砂

」
と

し
た

。
I

び
⑧
河
本
部

⑤
!丘
町
i

H
 

土
器

観
察

表

手
法

口
縁

部
|
 

体
部

外
面

|
 

体
部

内
面

警
|
器

種
色

調

1
 I
深

鉢
|
外

面
・

内
面

及
び

端
部

箆
状

の
物

iζ
|
胴

部
の

最
大

径
部

よ
り

上
は

、
箆

状
|
首

部
以

上
は

箆
状

の
も

の
に

よ
る

ナ
|
赤

褐
lζ
近
い

よ
る
ナ
デ

|
の
も
の
に
よ
る

ナ
デ
。

以
下
は
組
成

|
デ
。

以
下

は
組

成
l
'ζ
ぶ

い
赤

福

'
孔

は
内

側
よ

り
開

け
る

Hム 口
ーヒ

パ
の

他
1

5
回
目
以
下
の
粗
粒

十
焼
成
良

|
 

砂
(
石
英

)
及
び
金

|
径

は
復

元
i
 

雲
母

片
混

入
|
(
図
版

16
・
u

2
 I
深

鉢
底

部
外

面
は

ナ
デ

|
底

部
内

面
ナ

テ
赤

褐
K
近
い

4
mm

以
下
の

樹
立

|
焼

成
良

l
 

3
 I
壷

端
部

外
面

及
び

内
面

は
締

描
波

状
文

|
箆

磨
き

後
肩

部
lζ
櫛

描
波

状
文

を
施

|
首
部
箆
磨
き

を
加

え
、

外
面

lζ
竹

管
文

を
付

し
た

|
乙
す

。

土
師

器
|

円
形

浮
文

を
等

間
隔

iζ
付
加
す
る

4
 I
杯

内
・

外
面

横
ナ

テ
体

部
横

ナ
テ

、
底

部
箆

ケ
ズ

リ
横
ナ
テ

須
恵
、
器

5
 I
杯

底
部

横
ナ

デ
、

高
台

貼
付

底
部

ナ
デ

須
恵

器

lζ
ぶ

い
赤

渇
l
砂

及
び

金
雲

母
片

I
J底

部
の
み

|
 

権 l灰 |灰

浪
人

5
叫

下
の

粗
粒

|

砂
及

び
金

雲

片
混

入

3
 mm
以

下
の

砂
混

入

i叫
入



ト
一
一
一

一一

6
1

杯
|
内
・
外
面
横
ナ
テ

5頁
恵
器

横
ナ

デ
、

底
部

は
箆

切
り

、
底

部
周

|
横

ナ
デ

縁
は

回
転

ナ
デ

、
高

台
貼

り
付

け

7
 1
杯

|
内

・
外

面
横

ナ
デ

須
恵
器

横
ナ
デ
、
底
部
箆
ケ
ズ
リ

横
ナ

デ

8
1
蓋

|
内
・
外
面
積
ナ
テ

須
恵

器

箆
ケ

ズ
リ

後
、

口
縁

部
周

縁
は

横
ナ

|
回
転
ナ
テ

ア

9
 1
蓋

|
内

・
外

面
横

ナ
デ

2頁
恵
器

箆
ケ

ズ
リ

後
、

口
縁

部
周

縁
は

横
ナ

|
償
ナ
デ

ア

10
1
杯
B
蓋

土
師
器

箆
磨

き
後

、
摘

み
を

貼
付

け
ナ

テ
を

|
ナ
デ

施
こ

す

灰 灰 淡
青
!天

淡
青1
)(

援
灰

一 応
復

F 十 』 - r u

e h M唱 F 争 陶 平

良 反

が 山 凶 寸 。

f l  

焼 径
含

T 寸
若

を
砂

ム 止
岨 聖 庁 l

組 む

J
 

細…
!2521
h

砂
を

少
量

含
む

焼
成

良
好

11
1

杯
B
蓋

|
横

ナ
デ

、
外

面
横

ナ
デ

後
、

箆
磨

き
|

箆
磨

き

土
師
器

ナ
デ

明
燈
色

- h・a・
12

1
杯

AI
横
ナ
デ

土
師
器

横
ナ
テ

横
ナ
テ

13
1
 

f;不
AI

績
ナ

デ

土
師

器

成
形

時
の

凹
凸

を
残

す
横

ナ
デ

後
、

暗
文

14
1
杯

81
内

面
横

ナ
デ

、
外

面
繊

ナ
デ

後
、

箆
|

箆
磨

き
、

底
部

横
ナ

テ
後

、
高

台
を

|
上

・
下

2
段

i乙
横
ナ
デ
後
、
暗
文

。
|

明
綾

土
師
器
|
磨
き

|
貼
付
け
、
そ
の
周
辺
を
横
ナ
デ

|
底
部
ナ
テ
後
、
蝶
旋
状
暗
文

151
lil
l

横
ナ
テ

土
師
器

横
ナ

デ
、

底
部

成
形

時
の

凹
凸

を
残

|
横

ナ
デ

、
暗

文
、

底
部

螺
旋

状
暗

文
|
赤
渇

す

16
1.
 

A
 1内

・
外

面
積

ナ
デ

土
師
器

縦
方
向
荒
い
席
IJ
毛
目
、

2
次

加
熱
lζ
|

成
形
時
の
凹
凸
が
残
り
、
そ
の
上
1
1
:

1
灰
燈

よ
る
変
色
有

|
ナ
デ

荒
い

刷
毛

目
、

肩
部

荒
い

刷
毛

自
後

|
成

形
時

の
凹

凸
が

強
く

残
り

、
若

干
l健

機
ナ

デ
、

担
部

貼
付

!
の

ナ
デ

が
認

め
ら
れ
る

17
1

賓
81

内
・

外
面

横
ナ

デ

土
鍋
器

赤
絹

燈

好 好
良 良

成 成

焼 焼

粒 一 一母

粗 一 一 宮 一 耳

の 一 金

下 む 一 ・

以 含 一 砂

回 を 一 粒 入

印 砂 一 組 混
1
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コ

番 号 18
 

19
 

20
 

21
 

22
 

23
 

24
 

25
 

26
 

27
 

28
 

器
種

蓋 須
恵

器

杯
身

須
恵

器

杯
A

土
師

器

4不
A

土
師

器

皿 土
師

器

杯
A

土
師

器

椀

黒
色

土
器

費
B3

土
師

器

鉢 土
師

器

杯
C

原
色
土

器

鉢

原
色

土
器

杯

原
色

土
器

手

口
縁

部

内
・

外
面

績
ナ

テ

内
・

外
面

横
ナ

デ
蓋

受
部

串
ナ

デ

内
・

外
面

償
ナ

デ

内
・

外
面

償
ナ

デ

内
・

外
面

横
ナ

デ

内
・

外
面

横
ナ

デ

内
・

外
面

横
ナ

デ

内
・

外
面

横
ナ

デ
、

端
部

内
側

に
お

り
ま

げ
る

内
・

外
面

績
ナ

デ

内
・

外
面

横
ナ

デ
、

端
部

串
状

の
物

に
よ

る
ナ

デ

横
ナ

デ
?

体
部

外
d語

箆
ケ

ズ
リ

上
部

箆
ケ

ズ
リ

後
償

ナ
デ

、
下
部

及

び
底

部
箆

ケ
ズ

リ

横
ナ

デ
、

底
部

成
形

時
の

凹
凸

が
残

る 横
ナ

デ
、

弘
よ

り
底

部
は

成
形

時
の

凹
凸

が
残

る

横
ナ

テ
¥

底
部

箆
ケ

ズ
リ

箆
ミ
カ
ヰ

胴
部

以
上

横
ナ

デ
、

胴
部

以
下

箆
ミ

ガ
キ
、

タ
ガ
部
貼
付
、

タ
ガ

以
下

ス

ス
付

着

箆
ナ
デ
、

ス
ス

付
着

暗
文

状
箆

ナ
デ

横
方

向
箆

ミ
カ
牛
、

下
部

横
ナ

デ

成
形

時
の

凹
凸

残
る

。
高

台
貼

付
部

横
ナ

デ

法
色

調
胎

:
:

f
:

.
そ

の
他
l

体
部

内
面

回
転

ナ
テ

明
褐

灰
粗

粒
砂

少
量

含
む

焼
成

良
好

径
は

反
転

復
元

回
転

ナ
デ

明
福

灰
砂

混
り

焼
成

良
好

横
ナ
デ
、

底
部

ナ
デ

後
、

暗
文

燈
き
め
細

く
、雲

母
の

焼
成

良
好

細
片

を
若

干
含

む

横
ナ

デ
機

砂
少

な
く

雲
母

含
焼

成
良

好

む
ヒ

ズ
ミ

が
著

し
い

横
ナ

デ
、

暗
文

燈
灰

細
砂

若
干
含

む
焼

成
良

好

径
は

反
転

復
IC

明
権

以
粗

粒
砂

若
干

合
む

焼
成

良
好

径
は

反
転

復
元

|
 

横
ナ

デ
続

細
砂

少
量

含
む

焼
成

良
好

|
 

径
は

反
転

復
J
じ

成
形

時
の

凹
凸

が
残

る
暗

権
色

5
田
町
以

下
の

籾
粒

焼
成

良
好

砂
混

入
径

は
反

転
復

厄

成
形

時
の

凹
凸

残
る

。
若

干
ス

ス
付

や
や
iζ

ぶ
い

組
粒

砂
・
芸

母
若

焼
成

良
好

着
赤

偶
干

混
入

径
は

反
転
復
凡
;

暗
文

状
箆

ナ
テ

権
細

砂
を

少
し

含
む

焼
成

良
好

径
は

反
転

復
元

横
方

向
箆

ミ
ガ

キ
、

底
部

ナ
デ

僚
細

砂
少

量
含

む
焼

成
良

好

償
ナ
デ

?
格

細
砂

若
「
合

む
焼

成
良



30
 I

杯
|

内
・

外
面

横
ナ

デ

黒
色

土
器

31
 
I杯

|
内

・
外

面
績

ナ
デ

、
端

部
内

側
箆

先

黒
色

土
舗

に
よ

る
回

転
押

え

32
 

杯
|

内
・

外
面

横
ナ

デ
、

先
端

部
つ

ま
み

隈
色

土
器

ナ
デ

成
形

時
の

凹
凸

残
る

。
底

部
及

び
高

I
B音

文
状

の
横

方
向

箆
ミ

ガ
キ

台
貼

付
部

回
転

ナ
デ

成
形

時
の

凹
凸

残
る

。
底

部
及

び
高

|
暗

文
状

の
箆

ミ
ガ

キ

台
貼

付
部

回
転

ナ
デ

淡
黄

褐

淡
!
災
燈
色

合
む

一
~

粗
粒

砂
・

雲
母

を
|
焼

成
良

好

砂
を

少
量

含
む

焼
成

良
好

績
方

向
ナ

デ
、

高
台

貼
付

、
底

部
成

|
横

万
向

の
暗

文

形
時
の
凹
凸
残
る
。

淡
掲

色

板
ナ

デ
、

底
部

ナ
デ

成
形

時
の

凹
凸

残
る

上
部

箆
ケ

ズ
リ

、
底

部
ナ

デ

ナ
デ

金
雲

母
を

多
く

合

む

33
 
I
費 土

師
器

34
 
I杯 土

師
器

35
 I

 
JIl
l 

土
師

器

- w 
36
 I

椀 須
恵

器

富 山 一 川 畑 一 % 一 富 山

内
・

外
面

横
ナ

デ

内
・

外
函

横
ナ

デ

I勾
・

外
面

積
ナ

デ

内
・

外
面

横
ナ

デ

内
・

外
面

積
ナ

デ

内
・
外
面
軽
量
ナ
デ

内
・

外
面

横
ナ

デ

内
・

外
面

横
ナ

テ

外
[
(
i
I
燈
、
内
|
粗
砂
・
'
J
l
;
f宇

多
く

|
焼

成
良

好

i到
lζ
ぷ

い
燈

|
含

む

権

横
ナ

デ
、

底
部

成
形

時
の

凹
凸

残
る

|
ナ

テ
後

暗
文

、
底

部
成

形
時

の
[

凹
凸

|
赤

樫

残
る

。
ナ

デ
後

、
半

円
形

の
暗

文

繍
ナ

デ
後

、
文

様
を

施
し

把
手

を
接

|
横

ナ
デ

続
さ

せ
る

。
底

部
は

箆
ケ

ズ
リ

を
残

す
。

把
手

は
欠

落
。

な
お

凹
線

は
横

ナ
デ
調
整
前
で
あ
る
。

繍
ナ

デ

横
ナ

デ
、

高
台

績
ナ

デ
、

端
部

箆
ナ

デ
、

底
部

箆
ケ

ズ
リ

一
一

一
一
一
寸
一
一 繍
ナ

デ
、

高
台

鮎
付

後
績

ナ
デ

、
底

部
ナ

デ

横
ナ

デ
、

高
台

貼
付

後
横

ナ
デ
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